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暦の上では春とはいえ、名

ばかりの寒い日が続いて

います。 

風邪だけではなくインフ

ルエンザ、ノロウイルスが

猛威を振るい、学校やまち

な皆さん、あけましておめ

でとうございます。 

ご家族お揃いで、良い新年

をお迎えのことと思いま

す。 

 

日々を数えながら 1 年を

振り返り、つい反省ばかり

が思い浮かびます 

 

 

 

猛威を振るい、学校や幼稚園などでも学級閉鎖が相次

いでいますが、皆さんの周りは如何ですか？ 

かくいう私も、実は風邪をひきマスクが外せません。 

 

驚くほど暖かい日があったり、雪が降るほどの寒さに

おそわれたり・・・ 

自然界はどうなっているのでしょうか？ 

これから受験を控えて一生懸命勉強中の学生さんも

いるでしょう。 

又、ソチでのオリンピックがはじまり、遅くまでＴＶ

観戦で寝不足という方も多くいらっしゃると思いま

すが、皆さん、くれぐれもお身体大切にお過ごしくだ

さいね。 

 

暖かい春はすぐそこまで来ています。 

 

さて今年は【午年】です。 

駿足とはいかないまでも、健康で元気に走り抜けたい

ものですね。 

何ごともウマくいく１年になりますように！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では今月も、大切な家づくりをご一緒している方を

紹介させていただきます。  

 

今回は照和電設さんです。 

私達の日々の生活で欠かせない電気。 

屋内外の配線、電気器具の設置など灯りだけでなく

数えきれないほどの電気製品が氾濫する現代では

切っても切れない電気工事をお任せしています。 

 

当社を担当してくださるのは 

光眞さんと吉田さんのお二人です。 

 

住宅の場合、大きく分けると「布基礎」「ベタ

先ずは東京出身の光眞さん。 

奥様とお子さん２人の４人家族です。趣味は釣り。 

休日は、少年野球の指導も 

されています。 

 

一方の吉田さんは福島県の出身。 

大震災の影響は無かったのでしょうか？ 

今更ながら気になります。 

忙しい日常から解放され、奥様と一緒にショッピン

グに出掛ける休日は、さぞ楽しい時間でしょう。 

いつまでも仲良しでいてくださいね。 

 

お２人の好きなもの。それはラーメン。 

そして、「どこの家でも自分の家だと思って 

丁寧に施工する」という姿勢は同じ。 

さすがに息もぴったり合っています。 

 

これからも、文字通り明るい住まいづくりにご協力

くださいね。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「如 月」 

２月の別称です。 

如月（きさらぎ）は、暖かくなったとは言うも

のの、未だ感じるうすら寒さの為に、服を更に

重ねて着るところから「着更着」 

その他には、陽気が発達する季節なので 

「気更来」 

樹木が生え始める月で「生更木」 

木の芽が張り出す月であるところから 

「草木張り月―くさきはりづき」が転じた 

    とする説など様々あるよう 

です。 

皆さんは、どれをイメージ 

されるでしょうか？     
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「一日でいいから家に帰って来い」 

東京に住む父にそう言われ、私は就職活動中なのに

と思いながらしぶしぶ帰りました。 

実家についたのは夜で、祖父母と妹はもうすでに寝

静まっていました。 

 

父だけが起きていて、その後しばらく雑談をしてい

たのですが、会話も途切れ、さぁ寝ようという時、

いきなり父は一枚の写真を私の前に差し出しまし

た。 

 

それは、父が若いころの写真で、隣には綺麗な女の

人が写っていました。 

 

「お前たちを産んでくれた母さんだ」 

父はそう言って、初めて本当のことを話してくれま

した。 

 

母は、あまり身体が丈夫ではなかったそうです。 

 

私を産むのですらやっとで、未熟児だった私よりず

っと後に退院したこと。 

私がお腹に宿った時、家族中の反対を押し切って産

むと決めたこと。 

私たち姉妹の名前は母さんの名前からとったこと。 

そして、産まれたばかりの妹と私を抱いて死んだこ

と。 

母が寂しくないようにと、私たちの写真や父との昔

の思い出の写真をすべてお棺に入れたこと。 

だけどそれでは悲しくて、一枚だけ取っておいたこ

と・・・ 

 

セブンスターをいつものようにふかしながら話す

父は、いつもより齢をとったように見えました。 

 

「お前たちに、お母さんがいなくて寂しい思いをさせ

てしまった。                     

 

これが一番お前たちに申し訳ないと思っている。 

すまなかった！」 

 

父はそう言って、私に泣きながら土下座をしました。 

写真の中の父と母の笑顔がとても切なかった。 

 

母がいない分、祖父と祖母に大切に育てられましたが、

それが当たり前だと思っていたから少しも寂しくな

んてなかったのに・・・ 

 

土下座している父と一緒に私も泣きました。 

 

父は、私が二十歳になるまで、このことをずっと一人

で抱えていたのだろうか？ 

 

そう思ったら、あまり身体の大きくない父の背中が、

頼もしく大きく見えました。 

母以外の女性に見向きもしなかった父を誇らしいと

も思いました。 

 

母親がいないということ。 

だから母の分まで愛情を注いでくれたこと。 

今ならすご～くよくわかります。 

 

お父さん、ありがとう。 

お母さん、産んでくれてありがとう。 

就職活動、頑張ります！！ 

  

「編集後記」 

 今年も多くの新成人が誕生しました。 

 未来を託す若いパワーに期待がかかりますね。 

 見守ってくれた両親はじめ周囲の方たちへの感謝

の気持を忘れずにいてくれたら嬉しいです。 

そして一人一人が夢を持ち、その実現に向かって 

一歩一歩着実に進んでください。 

もちろん健康には気をつけて。 頑張れ！！ 

           

今月もお読みいただき有難うございます。 

ご感想をお聞かせください。 

編集責任者 

渡辺 田鶴子 

二十歳になって 


